
一 般 質 問市政について問う！

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
伴
う
副
反

応
に
つ
い
て
、
①
他
の
ワ
ク
チ
ン
と
比
較

し
た
重
篤
副
反
応
疑
い
の
頻
度
に
対
す
る

認
識
は
。
②
情
報
提
供
の
取
組
は
。

市
民
福
祉
部
長
／
①
令
和
六
年
度
、

本
市
に
お
い
て
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
副
反

応
疑
い
の
報
告
事
例
は
な
い
が
、
厚
生
労

働
省
の
報
告
に
よ
る
と
、
全
国
に
お
け
る

百
万
回
接
種
当
た
り
の
重
篤
副
反
応
疑
い

の
件
数
は
、
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
が
十
六
・
二

件
、
四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
が
二
十
一
・
七

件
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
が
百
四
十
九
・
八

件
で
あ
り
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応

疑
い
の
頻
度
は
、
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
の
約
九

問答

倍
、
四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
約
七
倍
と
な

っ
て
い
る
。
一
般
的
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

副
反
応
は
不
可
避
的
に
発
生
す
る
も
の
で

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
接
種
状
況
が
異
な
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
関
係
性
に
つ
い
て
判
断

す
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
②
本
市
で
は
、
自
ら
の
意
思
で
接
種

す
る
こ
と
に
対
す
る
認
識
を
高
め
て
も
ら

う
た
め
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
受
診
案
内

通
知
に
よ
り
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
に
関
す

る
接
種
の
効
果
や
リ
ス
ク
に
つ
い
て
正
確

な
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
、

国
・
県
及
び
医
療
機
関
と
連
携
し
、
正
確

で
丁
寧
な
情
報
提
供
に
努
め
て
い
く
。

ＨＰＶワクチン接種の　　　
安全性に関する本市の認識は

山
下
　
富
美
子

現
在
、
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
業
務
を
担
っ
て
い
る
沼
津
市
振
興
公

社
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者
と
し
て
の
在

り
方
に
対
す
る
本
市
の
認
識
は
。

政
策
推
進
部
長
／
振
興
公
社
は
、
長

年
市
民
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
運
営
を
行
っ
て

お
り
、
本
市
の
芸
術
文
化
の
振
興
等
を
推

進
す
る
能
力
を
有
す
る
と
評
価
し
て
い
る
。

指
定
管
理
者
の
指
定
に
当
た
っ
て
は
、
事

業
計
画
書
に
基
づ
く
管
理
を
安
定
し
て
行

う
能
力
を
有
す
る
こ
と
、
施
設
の
設
置
目

的
に
基
づ
い
た
事
業
の
実
施
及
び
施
設
の

管
理
運
営
が
で
き
る
こ
と
、
市
民
の
文
化

振
興
に
資
す
る
事
業
が
実
現
で
き
る
こ
と

問答

等
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

駐
車
場
運
営
の
収
益
を
文
化
セ
ン
タ
ー
の

芸
術
文
化
事
業
の
経
費
に
充
当
す
る
こ
と

で
、
一
般
の
営
利
団
体
よ
り
も
安
価
で
公

益
性
の
高
い
事
業
の
実
施
を
実
現
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
振
興
公
社
の
在
り
方
は
適

切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
一
方
、
芸
術

性
や
市
民
満
足
度
を
重
視
し
た
公
益
性
の

高
い
事
業
を
実
施
し
て
い
く
体
制
を
維
持

し
つ
つ
、
時
代
の
潮
流
の
変
化
を
捉
え
対

応
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
他
市
の
状
況
を
注
視
し
つ
つ
、
芸
術

文
化
に
精
通
す
る
人
材
の
登
用
な
ど
様
々

な
可
能
性
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

文化芸術のまち沼津の実現のため
振興公社の在り方を見直す考えは

髙
橋
　
達
也

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
へ
の
備
え
に

つ
い
て
、
①
重
層
的
な
避
難
支
援
計
画
の

整
備
に
対
す
る
認
識
は
。
②
緊
急
物
資
の

備
蓄
促
進
の
取
組
は
。

福
祉
事
務
所
長
／
①
重
層
的
な
避
難

支
援
計
画
は
、
一
人
一
人
の
状
況
に
応
じ
、

災
害
発
生
時
に
、
誰
が
支
援
し
、
ど
こ
へ

避
難
す
る
の
か
、
ま
た
、
そ
の
一
連
の
流

れ
の
中
で
ど
の
よ
う
な
配
慮
が
必
要
で
あ

る
か
と
い
っ
た
事
項
を
明
確
に
す
る
も
の

で
あ
る
。
避
難
を
よ
り
安
全
、
確
実
に
す

る
計
画
の
整
備
に
向
け
て
は
、
行
政
だ
け

で
な
く
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
は
じ

め
、
自
治
会
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等

問答

高
齢
者
の
保
護
や
地
域
全
体
で
の
さ

り
げ
な
い
見
守
り
の
た
め
、
高
齢
者
見
守

り
連
絡
所
を
本
市
に
設
立
す
る
考
え
は
。

福
祉
事
務
所
長
／
地
域
の
住
民
同
士

が
高
齢
者
の
様
子
に
注
意
を
払
い
、
見
守

っ
て
い
く
地
域
共
生
の
意
識
は
高
齢
者
の

安
心
・
安
全
を
確
保
し
、
社
会
的
孤
立
を

防
ぐ
上
で
重
要
で
あ
り
、
本
市
で
は
、
あ

ん
し
ん
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
力
事
業

所
に
登
録
さ
れ
た
店
舗
等
に
よ
る
地
域
で

の
見
守
り
活
動
を
推
進
し
て
い
る
。
高
齢

者
見
守
り
連
絡
所
の
取
組
は
、
地
域
住
民

が
主
体
的
に
関
わ
る
効
果
的
な
活
動
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
先

問答

の
協
力
を
得
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

危
機
管
理
監
／
②
現
在
、
備
蓄
計
画
に
基

づ
き
、
緊
急
物
資
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、

県
の
第
四
次
地
震
被
害
想
定
に
よ
る
想
定

避
難
者
数
三
日
分
の
食
料
の
備
蓄
を
完
了

し
て
い
る
ほ
か
、
市
内
各
所
に
合
計
二
百

八
十
五
基
の
耐
震
性
貯
水
槽
を
整
備
し
、

飲
料
水
の
確
保
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、

要
配
慮
者
等
が
使
用
す
る
こ
と
を
想
定
し
、

各
避
難
所
に
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
を
二
十
基

ほ
ど
配
備
し
て
い
る
が
、
今
後
も
保
管
場

所
や
避
難
所
の
実
情
を
考
慮
し
、
追
加
配

備
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

進
事
例
等
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
を
支

え
る
体
制
の
強
化
策
は
。

福
祉
事
務
所
長
／
本
市
で
は
複
雑
化・

複
合
化
し
た
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
包

括
的
な
支
援
を
行
う
た
め
重
層
的
支
援
体

制
整
備
事
業
に
着
手
し
て
お
り
、
委
員
で

は
対
応
困
難
な
ニ
ー
ズ
を
関
係
機
関
等
へ

迅
速
に
つ
な
げ
る
体
制
を
強
化
し
て
い
く

こ
と
で
、
委
員
の
活
動
の
組
織
的
な
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
体
制
と
し
て
も
機
能
す
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
も
制
度
の
持
続

可
能
性
と
効
果
的
な
支
援
を
確
保
し
、
引

き
続
き
地
域
福
祉
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

問答

南海トラフ巨大地震への備えについて
本市の取組は

高齢者見守り連絡所設立に対する
本市の認識は

川
口
　
　
慶

佐
野
　
博
一
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